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第１章 総則 

１ 本書の位置づけ 

本要求水準書は、本市が、本事業を実施する事業者を選定するにあたり、事業者に要求する水準

等を示すものである。 

 

２ 性能規定 

本要求水準書は、本市が求める最低水準を規定するものである。 

要求水準として具体的な特記仕様が規定されている内容については、これを遵守し、規定されて

いない内容については、積極的に創意工夫を凝らした提案をすること。 

 

３ 要求水準の変更 

（１）要求水準の変更事由 

本市は、事業期間中に、次の事由により要求水準を変更する場合がある。 

① 法令等の変更により業務内容が著しく変更されるとき。 

② 地震、風水害、感染症の流行その他の災害等の発生や事故等により、特別な業務内容が常

時必要なとき又は業務内容が著しく変更されるとき。 

③ 運行協議会の協議により業務内容の変更が必要なとき。 

④ その他業務内容の変更が特に必要と認められるとき。 

 

（２）要求水準の変更手続き 

本市は、要求水準を変更する場合、事前に事業者に通知する。また、要求水準の変更に伴

い、事業協定書等の変更が必要となる場合、必要な変更等を行う。 
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第２章 要求水準に関する事項 

１ 業務に関する要求水準 

事業の実施にあたっては、下記に示す業務を行うこと。 

 

（１）共通業務 

１) 事業マネジメント 

・市、地域、事業者で設置する運行協議会に参加し、随時打合せをしながら、本事業に係る進捗

管理を行うこと。 

・地域や福岡市地域公共交通会議、関係各署（地方運輸局等）への説明・協議のための資料準備

や説明事項の整理を行い、運行計画の作成を行うとともに、会議へ出席すること。 

・事故や災害など緊急時にあたっては、別に定める体制に基づき、事故の相手方や乗客、乗務員

の安全を確保のうえ速やかに警察や救急に通報するとともに、本市へ一報を行い、適切な事故

処理を行うこと。 

・要望や苦情への対応を真摯に行うこと。また、適宜、研修を行うなど対応に差が生じないよう

にすること。 

２) 利用促進業務 

・説明会への参加やチラシの作成など周知活動や利用促進活動を行うこと。 

・運行開始後もチラシの配布やHPの開設など認知度向上に取り組むとともに、本格運行後のイン

センティブも活用しながら、継続的な利用促進に取り組むこと。 

・適宜、運行・利用状況を分析し、収支率確保・利便性向上のためのアイデアや利用促進策の立

案及び実施をすること。また、地域の取組みに対する相談・支援を行うこと。 

・目標収支率の達成に向け、運賃外収入（協賛金等）の確保に努めること。 

・車体に広告を表示するにあたっては、福岡市広告事業実施要綱及び福岡市広告事業実施要領に

則り、また福岡市屋外広告物条例に基づき、必要な手続きを行うこと。 

 

（２）個別業務 

１) 運行業務 

① 運行 

・運賃を利用者から収受すること。収受にあたっては現金を必須とするが、利用者が利用しやす

いよう多様な決済手段の提示に努めること。なお、福岡市高齢者乗車券及び福祉乗車券へ対応

すること。 

・事業協定書【別紙５】及び福岡市公共交通不便地対策補助金要綱に基づき運行記録を作成・提

出すること。 

② 車両管理 

・車両は、道路運送法及び道路運送車両法等の規定に基づく事業用自動車の要件を満たしている

車両とし、運行事業者名、乗合車両であることが分かるよう、車両前面、後面及び側面にマグ

ネットシート等で表示すること。 

・点検時や緊急時等にも運行できるよう、予備車１台を確保すること。 

※常用車は、既存タクシーとの併用又は購入、リースによって確保するものとし、運行経費算

定にあたっての減価償却費・リース費は、購入の場合は５年払いの１年分、リースの場合は

年間リース料で見積もること。 

※予備車については、臨時便が必要な場合や常用車の車両の車検、故障修繕等により利用でき

ない場合に使用するものとし、減価償却費や修繕整備費、保険料、公租公課など運行経費の

計上の対象外とする。 

③ 運行手続き 

・道路運送法等関係法令の規定に基づく許認可申請など運行に必要となる諸手続きを行うこと。

なお、許認可申請に要する費用は事業者の負担とする。 

２) システム設定・運用業務 

① システム設定 
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・オンデマンド交通システム（AI（人工知能）等を活用した効率的な配車により、乗車受付や道

路、渋滞状況に応じ、リアルタイムに最適配車を行うシステム）を用いて、当該エリアの設定

をすること。 

・乗車受付システム設定にあたっては、わかりやすい操作性を有したものとすること。 

・運行改善に向けた分析ができるよう、利用者数や利用区間、時間帯など必要なデータ抽出が可

能なものとすること。 

② システム運用 

・システムを適切に保守、改良するとともに、停留所の追加など柔軟に対応すること。 

・構築したシステムから抽出したデータを活用し、運行改善に向けた分析を行うこと。また、適

宜、運行協議会等において情報共有を行うこと。 

３) その他業務 

① 乗車受付・調整業務 

・電話受付に際しては、複数回線準備するなど可能な限りつながりやすい体制を確保するととも

に、希望の時間に乗車受付ができない利用者に対し代替の時間の提案に努めること。 

・インターネット受付についても、希望の時間に乗車受付ができない利用者に対し代替の時間の

提案に努めること。 

② 停留所設置・維持管理業務 

・壁面や路面に張り付け可能な仕様で、雨水や汚れなど外的要因への耐久性を有した材質を選定

又は加工するものとし、停留所名や問い合わせ先など必要事項を配置のうえ分かりやすくデザ

インすること。 

・公有地においては、道路幅員や傾斜など道路状況を考慮し、本市とともに交通管理者・道路管

理者・施設管理者と協議のうえ、適宜、設置すること。 

・民有地においては、地権者や近隣住民と協議し、設置すること。 

・停留所の設置位置を記録した書類を本市に提出すること。 

・停留所の維持管理を適切に実施し、劣化や紛失した際には速やかに撤去・再設置すること。 

 

（３）特記事項 

・利用状況や収支率等を踏まえ、運行協議会で協議のうえ、運行区域や運行時間、運行台数、運

賃等の変更を行う場合があるため、留意すること。また、その場合、必要に応じ福岡市地域公

共交通会議や運賃幹事会に図る必要があることに留意すること。 

・個々の具体的業務を第三者に委託することは可能であるが、業務の全部又は主たる部分を第三

者に委託又は下請けしてはならない。なお、「福岡市競争入札参加停止等措置要領」に基づく

競争入札参加停止中又は排除措置中の者は委託先になることができない。 
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２ 各区域の要求水準 

（１）エリア①東区 

 

○対象校区 美和台・和白東・三苫・和白校区 （計画運行面積 約7.0k㎡） 

 

・交通手段  オンデマンド交通（区域運行：道路運送法施行規則第３条の３） 

・運行曜日  平日・土曜日（週６日） ※日曜日・祝日・年末年始を除く 

・運行時間帯  ８時～18時（10時間） ※運転手の休憩時間を含む 

・使用車両  小型車両（乗車定員５名）以上 

・運行台数  ２台（２台目は平日の８～13時のみ運行※） 

※運行にあたっては休憩時間が重複しないように調整すること 

・停留所数  約130箇所 

・乗車受付方法 電話（８時～17時30分） 

    インターネット（原則24時間（システム保守時間を除く）） 

 
［運行区域］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【参考：事業区域の状況】 

［基礎情報（令和６年９月末時点）］ 

校区名 人口（人） 世帯数（世帯） 高齢化率（％） 

美和台校区 15,875 7,316 27.4 

和白東校区 12,484 6,175 29.0 

三苫校区 9,174 4,235 21.1 

和白校区 11,223 5,803 22.9 

合計 48,756 23,529 25.6 
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（２）エリア②南区 

 

○対象校区 鶴田・老司・弥永西・弥永・曰佐・野多目校区 （計画運行面積 約7.1k㎡） 

 

・交通手段  オンデマンド交通（区域運行：道路運送法施行規則第３条の３） 

・運行曜日  平日・土曜日（週６日） ※日曜日・祝日・年末年始を除く 

・運行時間帯  ８時～18時（10時間） ※運転手の休憩時間を含む 

・使用車両  小型車両（乗車定員５名） 

・運行台数  ２台（２台目は平日の８～13時のみ運行※） 

※運行にあたっては休憩時間が重複しないように調整すること 

・停留所数  約130箇所（井尻駅付近、博多南駅付近を含む） 

・乗車受付方法 電話（８時～17時30分） 

    インターネット（原則24時間（システム保守時間を除く）） 

 

［運行区域］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【参考：事業区域の状況】 

［基礎情報（令和６年９月末時点）］ 

校区名 人口（人） 世帯数（世帯） 高齢化率（％） 

鶴田校区 7,193 3,263 32.3 

老司校区 8,615 4,050 29.2 

弥永西校区 8,435 4,275 26.4 

弥永校区 5,860 3,130 34.1 

曰佐校区 7,546 3,547 22.6 

野多目校区 11,174 5,152 27.5 

合計 48,823 23,417 28.4 
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（３）エリア③中央区・城南区 

 

○対象校区 小笹・笹丘・長尾・田島校区 （計画運行面積 約4.8k㎡） 

 

・交通手段  オンデマンド交通（区域運行：道路運送法施行規則第３条の３） 

・運行曜日  平日・土曜日（週６日） ※日曜日・祝日・年末年始を除く 

・運行時間帯  ８時～18時（10時間） ※運転手の休憩時間を含む 

・使用車両  小型車両（乗車定員５名） 

・運行台数  １台 

・停留所数  約100箇所 

・乗車受付方法 電話（８時～17時30分） 

    インターネット（原則24時間（システム保守時間を除く）） 

 

［運行区域］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【参考：事業区域の状況】 

［基礎情報（令和６年９月末時点）］ 

校区名 人口（人） 世帯数（世帯） 高齢化率（％） 

小笹校区 14,447 6,809 23.2 

笹丘校区 13,013 6,626 27.4 

長尾校区 12,609 6,603 27.6 

田島校区 10,702 5,310 26.2 

合計 50,771 25,348 26.0 
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（４）エリア④城南区 

 

○対象校区 片江・金山・七隈・南片江校区 （計画運行面積 約6.4k㎡） 

 

・交通手段  オンデマンド交通（区域運行：道路運送法施行規則第３条の３） 

・運行曜日  平日・土曜日（週６日） ※日曜日・祝日・年末年始を除く 

・運行時間帯  ８時～18時（10時間） ※運転手の休憩時間を含む 

・使用車両  小型車両（乗車定員５名） 

・運行台数  １台 

・停留所数  約100箇所 

・乗車受付方法 電話（８時～17時30分） 

    インターネット（原則24時間（システム保守時間を除く）） 

 

［運行区域］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【参考：事業区域の状況】 

［基礎情報（令和６年９月末時点）］ 

校区名 人口（人） 世帯数（世帯） 高齢化率（％） 

片江校区 12,560  6,993 24.6 

金山校区 7,347 4,185 32.2 

七隈校区 13,629 7,504 23.9 

南片江校区 9,870 4,675 25.6 

合計 43,406 23,357 25.9 

 


